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(57)【要約】
【課題】　情報が無味乾燥なものになることがなく、利
用者に常に豊かな情報を提供することができるナビゲー
ション装置を得る。
【解決手段】　情報を取得する情報取得手段１１と、取
得した情報を表示情報に変換する情報変換手段１３と、
表示領域内の複数の矩形領域の表示情報の内容を判断す
る矩形領域判断手段１７と、判断された矩形領域に適し
た追加情報を追加する情報追加手段１８と、追加情報を
含む情報を出力する出力手段１９を備えるようにした。
【選択図】　　　　図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　地図情報を取得する地図情報取得手段と、
この地図情報取得手段からの地図情報に関する情報を複数の矩形領域に分割し、前記矩形
領域毎に矩形領域内の追加表示情報が追加可能な空きスペースを判断する矩形領域判断手
段と、
判断された前記矩形領域内の追加表示情報が追加可能な空きスペースに基いて、船舶類及
び魚類並びに樹木類、鳥類、昆虫類及び噴水に関する表示情報並びに施設類に関する表示
情報の何れかを追加表示情報として追加する表示情報追加手段と、
前記追加表示情報が追加された３Ｄ表示の地図を表示出力する表示装置と、
を備えたことを特徴とするナビゲーション装置。
【請求項２】
　表示情報追加手段は、背景情報を追加表示情報として追加することを特徴とする請求項
１に記載のナビゲーション装置。
【請求項３】
　表示情報追加手段は、背景情報として街並みまたは山並みの何れかを追加することを特
徴とする請求項２に記載のナビゲーション装置。
【請求項４】
　表示情報追加手段は、現在の季節、年月日、時刻、天候、地域及び利用継続時間に関す
る情報の何れかまたは何れかの組み合わせに基いて追加表示情報を追加することを特徴と
する請求項１乃至３の何れか１項に記載のナビゲーション装置。
【請求項５】
　追加表示情報の出力有無を切り換える追加表示情報出力切換手段を備えたことを特徴と
する請求項１乃至４の何れか１項に記載のナビゲーション装置。
【請求項６】
　追加表示情報を指定する追加表示情報指定手段を備えたことを特徴とする請求項１乃至
５の何れか１項に記載のナビゲーション装置。
【請求項７】
　外部から追加表示情報を入力する追加表示情報入力手段を備えたことを特徴とする請求
項１乃至６の何れか１項に記載のナビゲーション装置。
【請求項８】
　外部から入力された追加表示情報を記憶する追加表示情報記憶手段を備えたこと特徴と
する請求項７に記載のナビゲーション装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、情報を表示する情報表示装置の分野に属し、特に移動体に搭載されるナビ
ゲーションシステムにおいて地図情報を表示する情報表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来の情報表示装置の例として、例えば特開２００１－９９６６６号公報には、表示装
置で表示する画像の色相及び輝度が所定値以上変化しない領域または、所定の空間周波数
以上の画像がない領域を抽出し、抽出した領域の大きさが所定値以上のときに、抽出した
領域において新たな情報を元の情報に重畳または置換して表示することを特徴とする車載
用ナビゲーション装置が開示されている。
【０００３】
　これによれば、表示装置の画面に表示される地図情報において情報量が極めて低い表示
領域が抽出され、その領域がある程度大きな領域であるときに、その領域に新たな情報を
表示させることにより、表示される情報量を増加させることができ、利用者が倦厭感を抱
き難い車載用ナビゲーション装置を提供することができるとしている。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００１－９９６６６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、このような従来の情報表示装置においては、表示画像の色相・輝度の変
化量や空間周波数が所定値以下の領域を、情報量が極めて低い表示領域と定義して抽出し
ているため、例えばこの装置を搭載した車両がカーブの続く海岸線沿いや山間部や大きな
公園のそばを走行すると、地図表示画面の海岸線付近や緑地境界付近における色相・輝度
の変化量が所定値以下の領域が頻繁に増減することになり、新たな追加情報を表示すべき
領域を効率よく抽出することができないという問題があった。
【０００６】
　さらに、例えば地図表示画面に河川と海が同じ青色で表示されている場合に、色相に基
いて新たな情報を選択する手法では、例えば、海ではタンカー、河川ではカヌーというよ
うに、表示属性に応じて異なる追加情報を選択するようなことができないという問題があ
った。
【０００７】
　さらに、表示画像の色相・輝度の変化量や空間周波数により領域を抽出する手法では、
表示属性が同一で情報量の低い表示領域の大きさを精度よく求めることが難しいので、表
示領域の属性とその大きさに応じて新たな追加情報を選択するようなことができないとい
う問題があった。
【０００８】
　この発明は、上記のような課題を解決するためになされたものであり、情報が無味乾燥
なものになることがなく、利用者に常に豊かな情報を提供することができる情報表示装置
を得ることを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　この発明に係るナビゲーション装置においては、地図情報を取得する地図情報取得手段
と、この地図情報取得手段からの地図情報に関する情報を複数の矩形領域に分割し、前記
矩形領域毎に矩形領域内の追加表示情報が追加可能な空きスペースを判断する矩形領域判
断手段と、判断された前記矩形領域内の追加表示情報が追加可能な空きスペースに基いて
、船舶類及び魚類並びに樹木類、鳥類、昆虫類及び噴水に関する表示情報並びに施設類に
関する表示情報の何れかを追加表示情報として追加する表示情報追加手段と、前記追加表
示情報が追加された３Ｄ表示の地図を表示出力する表示装置と、を備えるようにしたもの
である。
【発明の効果】
【００１０】
　この発明は、以上説明したように構成されているので、以下に示すような効果がある。
【００１１】
　この発明に係る情報表示装置によれば、情報を取得する情報取得手段と、取得した情報
を表示情報に変換する情報変換手段と、表示情報の表示領域内の複数の矩形領域の表示情
報の内容を判断する矩形領域判断手段と、判断された矩形領域に適した追加情報を追加す
る情報追加手段と、追加情報を含む情報を出力する出力手段を備えるようにしたので、情
報が無味乾燥なものになることがなく、利用者に常に豊かな情報を提供することができる
情報表示装置が得られるという効果がある。
【００１２】
　また、この発明に係る情報表示装置によれば、情報は地図情報であるようにしたので、
地図情報が無味乾燥なものになることがなく、利用者に常に豊かな地図情報を提供するこ
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とができるという効果がある。
【００１３】
　また、この発明に係る情報表示装置によれば、矩形領域判断手段は、表示情報の表示領
域を複数の矩形領域に分割し各々の矩形領域の表示情報の種別を判定する矩形種別判定手
段と、同じ種別の矩形領域の範囲を判定する矩形範囲判定手段と、同じ種別の矩形領域を
統合する矩形統合手段を備えるようにしたので、容易に矩形領域の情報の内容とその範囲
を判断することができるという効果がある。
【００１４】
　また、この発明に係る情報表示装置によれば、情報追加手段は、追加情報として表示情
報または音声情報を追加するようにしたので、利用者にさらに豊かな情報を提供すること
ができるという効果がある。
【００１５】
　また、この発明に係る情報表示装置によれば、情報追加手段は、追加情報を選択する追
加情報選択手段を備えるようにしたので、最適な追加情報を出力することができるという
効果がある。
【００１６】
　また、この発明に係る情報表示装置によれば、追加情報選択手段は、矩形領域の範囲に
基いて追加情報を選択するようにしたので、矩形領域の範囲に適した追加情報を出力する
ことができるという効果がある。
【００１７】
　また、この発明に係る情報表示装置によれば、追加情報選択手段は、矩形領域の表示情
報の有無に基いて追加情報を選択するようにしたので、矩形領域の表示情報の内容に適し
た追加情報を出力することができるという効果がある。
【００１８】
　また、この発明に係る情報表示装置によれば、追加情報選択手段は、表示情報の表示モ
ードに基いて追加情報を選択するようにしたので、表示モードに適した追加情報を出力す
ることができるという効果がある。
【００１９】
　また、この発明に係る情報表示装置によれば、追加情報選択手段は、矩形領域の表示情
報に含まれるポリゴンの属性に基いて追加情報を選択するようにしたので、ポリゴンの属
性に適した追加情報を出力することができるという効果がある。
【００２０】
　また、この発明に係る情報表示装置によれば、ポリゴンの属性は地図情報における水系
、緑地系、施設系の何れかであるようにしたので、地図情報におけるポリゴンの属性に適
した追加情報を出力することができるという効果がある。
【００２１】
　また、この発明に係る情報表示装置によれば、追加情報選択手段は、ポリゴンの属性が
水系の場合は、船舶類・魚類等に関する表示情報、または船舶類の汽笛音・河川のせせら
ぎ音・海や湖の波打ち音等の音声情報を追加情報として選択するようにしたので、地図情
報における水系ポリゴンに適した追加情報を出力することができるという効果がある。
【００２２】
　また、この発明に係る情報表示装置によれば、追加情報選択手段は、ポリゴンの属性が
緑地系の場合は、樹木類・鳥類・昆虫類・噴水等に関する表示情報、または樹木類の風き
り音・鳥類や昆虫類の鳴声・噴水音等の音声情報を追加情報として選択するようにしたの
で、地図情報における緑地系ポリゴンに適した追加情報を出力することができるという効
果がある。
【００２３】
　また、この発明に係る情報表示装置によれば、追加情報選択手段は、ポリゴンの属性が
施設系の場合は、施設類に関する表示情報、または施設類に関連する音声情報を追加情報
として選択するようにしたので、地図情報における施設系ポリゴンに適した追加情報を出
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力することができるという効果がある。
【００２４】
　また、この発明に係る情報表示装置によれば、追加情報選択手段は、ポリゴンの属性に
基いて、ポリゴンの輪郭線近傍に視覚的な高低差を付加する追加情報を選択するようにし
たので、地図情報におけるポリゴンの視認性を向上することができるという効果がある。
【００２５】
　また、この発明に係る情報表示装置によれば、追加情報選択手段は、ポリゴンの属性が
水系の場合は、ポリゴンの輪郭線近傍において視覚的に周辺より低くみせる追加情報を選
択するようにしたので、地図情報における水系ポリゴンの視認性を向上することができる
という効果がある。
【００２６】
　また、この発明に係る情報表示装置によれば、追加情報選択手段は、ポリゴンの属性が
緑地系の場合は、ポリゴンの輪郭線近傍において視覚的に周辺より高くみせる追加情報を
選択するようにしたので、地図情報における緑地系ポリゴンの視認性を向上することがで
きるという効果がある。
【００２７】
　また、この発明に係る情報表示装置によれば、追加情報選択手段は、情報取得手段から
得られる現在の季節・年月日・時刻・天候・地域・利用継続時間に関する情報の何れかま
たは何れかの組み合わせに基いて追加情報を選択するようにしたので、現在の季節・年月
日・時刻・天候・地域・利用継続時間に適した追加情報を出力することができるという効
果がある。
【００２８】
　また、この発明に係る情報表示装置によれば、追加情報選択手段は、表示情報の背景情
報を選択するようにしたので、利用者に豊かな背景情報を提供することができるという効
果がある。
【００２９】
　また、この発明に係る情報表示装置によれば、背景情報は鳥瞰図で表示した地図情報に
おける背景情報であるようにしたので、鳥瞰図で表示した地図情報において豊かな背景情
報を提供することができるという効果がある。
【００３０】
　また、この発明に係る情報表示装置によれば、追加情報選択手段は、矩形領域の表示情
報の有無に基いて、街並みまたは山並みの何れかを表現する表示情報を背景情報として選
択するようにしたので、鳥瞰図で表示した地図情報においてさらに豊かな背景情報を提供
することができるという効果がある。
【００３１】
　また、この発明に係る情報表示装置によれば、追加情報の出力有無を切り換える追加情
報出力切換手段を備えるようにしたので、利用者の嗜好により追加情報の出力有無を切り
換えることができるという効果がある。
【００３２】
　また、この発明に係る情報表示装置によれば、追加情報を指定する追加情報指定手段を
備えるようにしたので、利用者の嗜好により追加情報を指定することができるという効果
がある。
【００３３】
　また、この発明に係る情報表示装置によれば、外部から追加情報を入力する追加情報入
力手段を備えるようにしたので、利用者の嗜好により外部から追加情報を入力することが
できるという効果がある。
【００３４】
　また、この発明に係る情報表示装置によれば、外部から入力された追加情報を記憶する
追加情報記憶手段を備えるようにしたので、外部から入力された追加情報を再利用するこ
とができるという効果がある。



(6) JP 2010-33062 A 2010.2.12

10

20

30

40

50

【００３５】
　また、この発明に係る情報表示装置によれば、移動体に搭載され、ナビゲーションシス
テムにおける地図情報の表示に適用されるようにしたので、ナビゲーションシステムにお
ける地図情報が無味乾燥なものになることがなく、移動体に搭乗した利用者に常に豊かな
地図情報を提供することができるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】この発明の実施の形態１における情報表示装置の機能構成を示すブロック図であ
る。
【図２】この発明の実施の形態１における情報表示装置の機器構成を示すブロック図であ
る。
【図３】この発明の実施の形態１における情報表示装置の概略動作を示すフローチャート
である。
【図４】この発明の実施の形態１における情報表示装置の矩形種別判定手段１４の詳細動
作を示すフローチャートである。
【図５】この発明の実施の形態１における情報表示装置の矩形範囲判定手段１５の詳細動
作を示すフローチャートである。
【図６】この発明の実施の形態１における情報表示装置の矩形統合手段１６の詳細動作を
示すフローチャートである。
【図７】この発明の実施の形態１における情報表示装置の情報追加手段１８および出力手
段１９の詳細動作を示すフローチャートである。
【図８】この発明の実施の形態１における情報表示装置の表示画面上の動作を示す説明図
である。
【図９】この発明の実施の形態１における情報表示装置の表示画面例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３７】
実施の形態１．
　図１は、この発明の実施の形態１における情報表示装置の機能構成を示すブロック図で
ある。ここでは、移動体としての車両に搭載するナビゲーションシステムに利用した場合
の一例を示している。
【００３８】
　１１は地図情報等の情報を記憶媒体あるいは外部より取得する情報取得手段、１２は車
両の現在位置を検出する位置検出手段、１３は取得した情報を表示情報に変換する情報変
換手段である。また、１４は表示情報の表示領域を複数の矩形領域に分割し各々の矩形領
域の表示情報の種別を判定する矩形種別判定手段、１５は同じ種別の矩形領域の範囲を判
定する矩形範囲判定手段、１６は同じ種別の矩形領域を統合する矩形統合手段であり、こ
れらは矩形領域判断手段１７を構成している。また、１８は判断された矩形領域に適した
追加情報を追加する情報追加手段、１９は追加情報を含む情報を出力する出力手段である
。
【００３９】
　位置検出手段１２は、車両の絶対位置や移動方位を検出するＧＰＳ（ Global Position
ing System 、全地球的測位システム）、方位センサーとしてのジャイロ、距離センサー
としての車速センサー等を利用して車両の概略位置を求め、情報取得手段１１から得られ
る地図情報と概略位置からマップマッチング処理を施し、車両の正確な現在位置を確定す
る。
【００４０】
　情報変換手段１３は、位置検出手段１２から自車位置を得たとき、ある縮尺に該当する
自車周辺の地図情報を情報取得手段１１から読み出して表示情報に変換し、表示画面に適
合するように表示情報を編集するとともに、矩形種別判定手段１４に表示情報を渡す。こ
こで作成された表示情報は、後に情報追加手段１８により追加される追加情報とともに、
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出力手段１９の出力する表示画面に重畳表示される。
【００４１】
　矩形種別判定手段１４は、表示情報の表示領域を所定の矩形領域に分割し、各矩形領域
に重なる表示情報の種別を判断し、矩形範囲判定手段１５に全ての矩形領域がいずれの種
別に属するかを通知する。
【００４２】
　矩形範囲判定手段１５は、各矩形領域の表示情報の種別を基に、追加情報を表示可能な
空きスペースが多いか否かを判断し、その結果を矩形統合手段１６に通知する。
【００４３】
　矩形統合手段１６は、空きスペースの量に応じて矩形種別毎に矩形領域を統合し、統合
結果及び中心位置、表示情報に含まれるポリゴンの属性等を情報追加手段１８に通知する
。
【００４４】
　情報追加手段１８は、追加情報を選択する追加情報選択手段（図示せず）を備え、空き
スペースの量に応じて３Ｄ（ Three-Dimensional 、３次元）の鳥瞰図表示の地図の背景
情報の描画を変えたり、統合された矩形領域の中心位置、大きさ、ポリゴンの属性等より
所定の表示情報を空きスペースに描画したり、ポリゴンの属性に応じた音声を出力したり
する。
【００４５】
　出力手段１９は表示画面を表示するディスプレイモニターや音声を出力するスピーカー
等から構成される。
【００４６】
　図２は、実施の形態１における情報表示装置の機器構成を示すブロック図であり、図１
における機能構成を実現する具体的な機器の構成を示している。
【００４７】
　２１は例えばＣＤ－ＲＯＭ（ Compact Disc - Read Only Memory ）やＤＶＤ－ＲＯＭ
（ Digital Versatile Disk - Read Only Memory ）等の情報記憶媒体から地図情報を読
み出すドライブであり、図１における情報取得手段１１に対応している。
【００４８】
　２２は絶対位置や移動方位を検出するセンサーであるＧＰＳ受信機、２３は車両の旋回
時の角速度を検出するジャイロ、２４は車両の走行速度や走行距離を検出し所定走行距離
毎に車速パルス信号を発生する車速センサーであり、これらは図１における位置検出手段
１２の一部に対応している。
【００４９】
　ドライブ２１から読み出した地図情報、ＧＰＳ受信機２２から通知された絶対位置や移
動方位、車速センサー２４からの車速パルス信号、ジャイロ２３からの角速度等の情報は
、Ｉ／Ｆ（ Interface 、インターフェース）回路２５を介してナビＥＣＵ（ Electronic
 Control Unit 、電子制御装置）２６に入力される。
【００５０】
　ナビＥＣＵ２６は、上記の地図情報、絶対位置、移動方位、車速パルス信号、角速度等
の情報に基いて、図１における位置検出手段１２、情報変換手段１３、矩形種別判定手段
１４、矩形範囲判定手段１５、矩形統合手段１６、情報追加手段１８の機能を実現する情
報処理を行う。２７はこの際の処理プログラムや処理データを記憶する記憶手段としての
外部メモリーである。
【００５１】
　２８は表示情報を画面に表示出力するディスプレイモニター、２９は音声を出力するス
ピーカーであり、これらは図１の出力手段１９に対応している。
【００５２】
　次に、実施の形態１における情報表示装置の動作について、上記の図１、図２及び以下
に述べる図３～図９を参照しながら説明する。
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【００５３】
　図３は、情報表示装置の概略動作を示すフローチャート、図４から図７は各々、矩形種
別判定手段１４、矩形範囲判定手段１５、矩形統合手段１６、情報追加手段１８の詳細動
作を示すフローチャートである。また、図８は情報表示装置の表示画面上の動作を示す説
明図、図９は表示画面例を示す図である。
【００５４】
　図３は、実施の形態１における情報表示装置の概略動作を示すフローチャートである。
【００５５】
　ステップＳ３１において、矩形種別判定手段１４は、表示情報の表示領域を複数の矩形
領域に分割し各々の矩形領域の表示情報の種別を判定する。例えば、表示領域を縦方向及
び横方向について、横方向に１２分割、縦方向に８分割、といった所定の複数の矩形領域
に分け、描画される地図情報に含まれる道路線や地名やポリゴンと、各矩形領域との重な
りを判断して、各矩形領域の種別を判定する。
【００５６】
　矩形領域の種別の詳細としては、道路線や地名と重なる矩形領域をナビゲーション矩形
と判定し、ナビゲーション矩形以外のもので例えば、海、河川、湖、池、沼、渓流といっ
た水系のポリゴンや、公園、山、森、林、ゴルフ場、庭園、寺院といった緑地系のポリゴ
ンのみが描画される矩形領域をポリゴン矩形と判定し、ナビゲーション矩形とポリゴン矩
形のいずれにも属さない矩形領域を地図無し矩形と判定する。
【００５７】
　ステップＳ３２において、矩形範囲判定手段１５は、同じ種別の矩形領域の範囲を判定
する。例えば、表示領域を縦・横各々２つに分割した右上、右下、左上、左下のそれぞれ
の領域に、ナビゲーション矩形の数が所定数（例えば１つ）以上あるときは、地図情報の
情報量が多い市街地モードであり、追加情報を表示可能な空きスペースが少ないと判定し
、それ以外は地図情報の情報量が少ない郊外モードであり、追加情報を表示可能な空きス
ペースが多いと判定する。
【００５８】
　ステップＳ３３において、矩形統合手段１６は、同じ種別の矩形領域を統合する。例え
ば、郊外モードと判定された場合は、地図無し矩形毎、または同じ属性どうしのポリゴン
矩形毎に矩形領域を統合し、統合した矩形領域の中点を求め、追加情報を表示可能な領域
を特定する。
【００５９】
　ステップＳ３４において、情報追加手段１８は、統合した矩形領域の中点の位置にその
矩形領域に適した特定の表示情報を追加したり、その矩形領域の種別に適した音声情報を
追加する。さらに、例えば地図を３Ｄ表示していれば、市街地モードの場合は、背景にビ
ル街等の街並みを表現する表示情報を追加し、郊外モードの場合は、背景に山並みを表現
する表示情報を追加する。最後に、出力手段１９は、これらの追加情報を含む情報を表示
や音声により出力する。
【００６０】
　以上が、実施の形態１における情報表示装置の概略動作である。次に、図１における矩
形領域判断手段１７を構成する矩形種別判定手段１４、矩形範囲判定手段１５、矩形統合
手段１６の各手段の詳細動作について説明していく。
【００６１】
　図４は、実施の形態１における情報表示装置の矩形種別判定手段１４の詳細動作を示す
フローチャートである。
【００６２】
　ステップＳ４０１において、情報変換手段１３から地図表示を行うための地図情報に含
まれる道路線や鉄道線等のライン座標、地名やマーク表示等の位置座標、ポリゴンの位置
座標と属性等を得るとともに、表示領域を例えば横方向に１２分割、縦方向に８分割、と
いった所定の複数の矩形領域に分割し、各矩形領域の種別をいずれも地図無し矩形として
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初期化を行う。
【００６３】
　ステップＳ４０２において、各矩形領域の各辺が道路線や鉄道線等のライン座標を有す
る線分と交わらないかを調べ、交わる場合はステップＳ４０３に進み、当該矩形領域の種
別をナビゲーション矩形と判定してステップＳ４０８へ進む。
【００６４】
　一方、ステップＳ４０２において、各矩形領域の各辺が道路線や鉄道線等のライン座標
を有する線分と交わらない場合はステップＳ４０４に進む。
【００６５】
　ステップＳ４０４において、各矩形領域に地名やマーク等のドット座標を示す位置デー
タがないかを調べ、ある場合はステップＳ４０５に進み、当該矩形領域の種別をナビゲー
ション矩形と判定してステップＳ４０８へ進む。
【００６６】
　一方、ステップＳ４０４において、各矩形領域に地名やマーク等のドット座標を示す位
置データがない場合はステップＳ４０６に進む。
【００６７】
　ステップＳ４０６において、各矩形領域の各辺がポリゴンのドット座標を有する線分と
交わらないかを調べ、交わる場合はそのポリゴンの属性を取得してステップＳ４０７へ進
み、当該矩形領域の種別をポリゴン矩形と判定して、ステップＳ４０８に進む。
【００６８】
　一方、ステップＳ４０６において、各矩形領域の各辺がポリゴンのドット座標を有する
線分と交わらない場合はステップＳ４０８に進む。
【００６９】
　ステップＳ４０８において、全ての矩形領域について種別を判定したかどうかを調べ、
全ての矩形領域について種別を判定していない場合は、ステップＳ４０９に進んで次に判
定対象とする矩形領域を求めた後ステップＳ４０２に戻り上記と同様の処理を行い、そう
でなければリターンする。
【００７０】
　図５は、実施の形態１における情報表示装置の矩形範囲判定手段１５の詳細動作を示す
フローチャートであり、図４で示した矩形種別判定手段１４からの出力結果に含まれるナ
ビゲーション矩形の数を用いて、追加情報を表示可能な空きスペースの有無をどのように
判定するかを示している。
【００７１】
　ステップＳ５０１において、矩形種別判定手段１４から表示領域を所定分割した各矩形
領域の種別情報を得るとともに、表示領域の任意の領域、例えば表示領域で縦、横各々２
つに分割した右上・右下・左上・左下の領域のナビゲーション矩形数を０にクリアし、表
示領域の状態を郊外モードとして初期化する。
【００７２】
　ステップＳ５０２において、判定対象とするナビゲーション矩形が表示領域の右上の領
域にある場合は、ステップＳ５０３に進んで表示領域の右上領域のナビゲーション矩形数
に＋１を加算した後ステップＳ５１０に進み、そうでなければステップＳ５０４に進む。
【００７３】
　ステップＳ５０４において、判定対象とするナビゲーション矩形が表示領域の右下の領
域にある場合は、ステップＳ５０５に進んで表示領域の右下領域のナビゲーション矩形数
に＋１を加算した後ステップＳ５１０に進み、そうでなければステップＳ５０６に進む。
【００７４】
　ステップＳ５０６において、判定対象とするナビゲーション矩形が表示領域の左上の領
域にある場合は、ステップＳ５０７に進んで表示領域の左上領域のナビゲーション矩形数
に＋１を加算した後ステップＳ５１０に進み、そうでなければステップＳ５０８に進む。
【００７５】
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　ステップＳ５０８において、判定対象とするナビゲーション矩形が表示領域の左下の領
域にある場合は、ステップＳ５０９に進んで表示領域の左下領域のナビゲーション矩形数
に＋１を加算した後ステップＳ５１０に進み、そうでなければそのままステップＳ５１０
に進む。
【００７６】
　ステップＳ５１０において、表示領域右上、右下、左上、左下の各領域のナビゲーショ
ン矩形数が例えば各々１つ以上といった所定数以上であれば、ステップＳ５１１に進み、
表示領域の状態を地図情報の情報量が多い市街地モードであり追加情報を表示可能な空き
スペースが少ないと判定してリターンし、そうでなければ、表示領域の状態を地図情報の
情報量が少ない郊外モードであり追加情報を表示可能な空きスペースが多いと判定してス
テップＳ５１２に進む。
【００７７】
　ステップＳ５１２において、全てのナビゲーション矩形について領域判定したかどうか
を調べ、全てのナビゲーション矩形について領域判定していない場合は、ステップＳ５１
３に進んで次に判定対象とするナビゲーション矩形を求めた後ステップＳ５０２に戻り上
記と同様の処理を行い、そうでなければリターンする。
【００７８】
　図６は、実施の形態１における情報表示装置の矩形統合手段１６の詳細動作を示すフロ
ーチャートであり、表示領域の状態が地図情報の情報量が少ない郊外モードであり、追加
情報を表示可能な空きスペースが多い状態にある場合に、例えば矩形領域内の表示情報に
含まれるポリゴンの属性が同一の各ポリゴン矩形を統合し、統合した矩形領域の中心位置
、大きさ等を求める処理を示している。
【００７９】
　ステップＳ６０１において、矩形範囲判定手段１５の結果より、市街地モードであれば
リターンし、郊外モードであれば矩形領域の統合枠の大きさを最大値にセットする。
【００８０】
　ここで、矩形領域の統合枠とは、ナビゲーション矩形、ポリゴン矩形、地図無し矩形の
種別を判定した矩形領域の、例えば縦・横方向をそれぞれ２倍、３倍、４倍した３種類の
ものであり、前記の各矩形領域を包含するものである。
【００８１】
　ステップＳ６０２において、ある統合枠内の矩形領域が、全て同じポリゴン属性のポリ
ゴン矩形であり、かつ、これらの全てのポリゴン矩形はまだ未統合であるかどうかを調べ
、ＹＥＳであればステップＳ６０３に進み、ＮＯであればステップＳ６０４に進む。
【００８２】
　ステップＳ６０３において、統合枠の中心位置を追加情報表示位置として求め、さらに
矩形領域の統合枠に対応する追加情報の描画範囲を確定する。さらにポリゴン矩形の場合
は、ポリゴン属性を取り出し、ポリゴン属性に応じた追加情報の描画範囲を確定する。ま
た、統合枠内の矩形領域を全て統合済みとした後、ステップＳ６０５に進む。
【００８３】
　ステップＳ６０４において、統合枠内の矩形領域が、全て未統合の地図無し矩形かどう
かを調べ、ＹＥＳであればステップＳ６０３に進み上記と同様の処理を行い、ＮＯであれ
ばステップＳ６０５に進む。
【００８４】
　ステップＳ６０５において、全ての統合枠について確認したかを調べ、ＮＯであればス
テップＳ６０６に進み、ＹＥＳであればステップＳ６０７に進む。
【００８５】
　ステップＳ６０６において、統合枠を次のものに更新した後、ステップＳ６０２に戻り
、上記と同様の処理を行い、矩形領域の統合の判定を行う。
【００８６】
　ステップＳ６０７において、統合枠が最小かを調べ、最小でなければ、統合枠の大きさ
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を一つ小さくし、ステップＳ６０２に戻り、再度上記と同様の処理を行い、矩形領域の統
合の判定を行う。一方、統合枠が最小であれば、リターンする。
【００８７】
　ここで、統合枠を大きいものから小さいものにする理由として、より大きな統合枠であ
るほどより多量の追加情報を表示することができるためである。
【００８８】
　以上が、実施の形態１における情報表示装置の矩形領域判断手段１７の詳細動作である
。次に、図１における情報追加手段１８および出力手段１９の詳細動作について説明する
。
【００８９】
　図７は、実施の形態１における情報表示装置の情報追加手段１８および出力手段１９の
詳細動作を示すフローチャートであり、矩形統合手段１６の出力結果をもとに、追加する
表示情報や音声情報を選択して出力する処理を示している。
【００９０】
　情報追加手段１８は、まずステップＳ７０１において、表示領域の状態が市街地モード
かつ３Ｄの鳥瞰図等の２Ｄ（ Two-Dimensional 、２次元）の平面表示以外の表示かを調
べ、ＹＥＳであればステップＳ７０２に進み、３Ｄ表示の地図の背景にビル群等の街並み
を表現する表示情報を追加してステップＳ７０７に進む。一方、ＮＯであればステップＳ
７０３に進む。
【００９１】
　ステップＳ７０３において、郊外モードかつ３Ｄ表示かを調べ、ＹＥＳであればステッ
プＳ７０４に進み、３Ｄ表示の地図の背景に山並みを表現する表示情報を追加してステッ
プＳ７０５に進む。一方、ＮＯであればステップＳ７０６に進む。
【００９２】
　ステップＳ７０５において、３Ｄ表示用の情報から、ポリゴン矩形の場合はポリゴン属
性と描画する矩形領域の位置や範囲に対応した追加情報を選択し、地図無し矩形の場合は
描画する矩形領域の位置や範囲に対応した追加情報を選択して、ステップＳ７０７に進む
。
【００９３】
　ステップＳ７０６において、２Ｄ表示用の情報から、ポリゴン矩形の場合はポリゴン属
性と描画する矩形領域の位置や範囲に対応した追加情報を選択し、地図無し矩形の場合は
描画する矩形領域の位置や範囲に対応した追加情報を選択して、ステップＳ７０７へ進む
。
【００９４】
　ステップＳ７０７において、出力手段１９により、所定の位置に選択した追加情報を描
画した表示情報を表示し、画面中心位置に最も近い位置にあるポリゴンの属性に対応した
音声情報を発音する。
【００９５】
　以上が、実施の形態１における情報表示装置の詳細動作である。次に、表示画面上にお
ける矩形領域判断手段１７、情報追加手段１８、出力手段１９の動作について説明する。
図８は、情報表示装置の表示画面上の動作を示す説明図である。
【００９６】
　表示画面上は、画面中央付近を湾曲して縦方向に伸びる道路線があり、右側の塗りつぶ
し領域で表示されたポリゴンとして、河川という属性のポリゴンが上にあり、海という属
性のポリゴンが下にあり、それぞれの名称としてＡ川、Ｂ海岸と表示されている。
【００９７】
　また、地図上の車両位置を示す自車マークとしての矢印マークが画面中央に表示されて
いる。この自車マークは、矩形種別判定手段１４におけるナビゲーション矩形の判定には
用いられない。
【００９８】
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　このように、図８の例においては、ナビゲーション矩形に該当する地図情報の情報量と
しては非常に少ない表示領域の場合を示しており、追加情報を表示するのに適した表示画
面の例を示している。
【００９９】
　まず、矩形種別判定手段１４は、表示領域を複数の矩形領域８０１に分割する。図８に
おいては、横方向に１２分割、縦方向に８分割した例を示している。
【０１００】
　次に、矩形種別判定手段１４は、これらの矩形領域８０１の種別として、ナビゲーショ
ン矩形、ポリゴン矩形、地図無し矩形を判定する。ここで、８０２はポリゴン矩形、８０
３は地図無し矩形であり、これら以外の矩形領域はナビゲーション矩形である。
【０１０１】
　次に、矩形範囲判定手段１５は、表示領域の縦、横を各々２分割した右上、右下、左上
、左下の各領域８０４におけるナビゲーション矩形の数に基いて追加情報を表示可能な空
きスペースの有無を判定する。図８の例では、左上、左下の領域８０４にナビゲーション
矩形がないので、表示領域の状態としては地図情報の情報量が少ない郊外モードであり、
追加情報を表示可能な空きスペースがあるという判定になる。
【０１０２】
　次に、矩形統合手段１６は、図８に大きい順で示した統合枠８０５、８０６、８０７（
矩形領域８０１の縦・横方向をそれぞれ４倍、３倍、２倍した３種類の大きさの領域に相
当する）によりポリゴン矩形８０２や地図無し矩形８０３の矩形領域を統合し、統合枠８
０５、８０６、８０７の中心位置を追加情報表示位置８０８、８０９、８１０、８１１と
して求め、さらに統合枠８０５、８０６、８０７に対応する追加情報の描画範囲を確定す
る。
【０１０３】
　次に、情報追加手段１８は、統合枠８０５、８０６、８０７により統合されたポリゴン
矩形８０２や地図無し矩形８０３の矩形領域に適した追加情報を選択する。すなわち、ポ
リゴン矩形８０２の場合はポリゴン属性と描画する矩形領域の位置や範囲に対応した追加
情報を選択し、地図無し矩形８０３の場合は描画する矩形領域の位置や範囲に対応した追
加情報を選択する。また、画面中心位置に最も近いポリゴン矩形８０２の矩形領域の追加
情報表示位置８１１におけるポリゴン属性が海であるので、海の波音８１２を選択する。
【０１０４】
　最後に、出力手段１９は、追加情報表示位置８０８、８０９、８１０、８１１の各位置
に、情報追加手段１８により選択された追加情報を表示出力し、また選択された海の波音
８１２を音声出力する。
【０１０５】
　次に、実施の形態１における情報表示装置の出力手段１９による表示画面例について説
明する。図９は、実施の形態１における情報表示装置の表示画面例を示す図である。
【０１０６】
　図９（ａ）は郊外モードに対応する通常の表示画面例であり、図９（ｂ）はこの発明を
適用した表示画面例である。図９（ｂ）における９０１はスキー場の属性のポリゴン矩形
の領域にスキーヤーを表現した追加情報を表示した例、９０２は地図無し矩形の領域に任
意な追加情報を表示した例、９０３は海の属性のポリゴン矩形の領域にヨットを表現した
追加情報を表示した例である。
【０１０７】
　このように、この発明を適用した図９（ｂ）の表示画面は、適用しない図９（ａ）の表
示画面のように無味乾燥なものではなくなり、豊かな表示画面になっていることがわかる
。
【０１０８】
　次に、実施の形態１の情報追加手段１８におけるポリゴンの属性に基く追加情報の選択
例について述べる。実施の形態１の地図情報におけるポリゴンの属性としては、水系、緑
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地系、施設系等がある。
【０１０９】
　水系は、海、河川、湖、池、沼、渓流等の属性であり、追加情報としてはそれぞれの属
性に対して例えば、船舶類・魚類等に関する表示情報を選択し、また船舶類の汽笛音・河
川のせせらぎ音・海や湖の波打ち音等の音声情報を選択する。
【０１１０】
　緑地系は、公園、山、森、林、ゴルフ場、庭園、寺院等の属性であり、追加情報として
はそれぞれの属性に対して例えば、樹木類・鳥類・昆虫類・噴水等に関する表示情報を選
択し、また樹木類の風きり音・鳥類や昆虫類の鳴声・噴水音、ゴルフ場であれば「ナイス
ショット」といった固有音声等の音声情報を選択する。
【０１１１】
　施設系は、工場、遊園地、動物園等の属性であり、追加情報としてはそれぞれの属性に
対して例えば、工場の煙突等の施設類に関する表示情報を選択し、また遊園地のにぎやか
な音等の施設類に関連する音声情報を選択する。
【０１１２】
　このように、実施の形態１によれば、情報を取得する情報取得手段１１と、取得した情
報を表示情報に変換する情報変換手段１３と、表示情報の表示領域内の複数の矩形領域の
表示情報の内容を判断する矩形領域判断手段１７と、判断された矩形領域に適した追加情
報を追加する情報追加手段１８と、追加情報を含む情報を出力する出力手段１９を備える
ようにしたので、情報が無味乾燥なものになることがなく、利用者に常に豊かな情報を提
供することができる情報表示装置が得られる。
【０１１３】
　また、実施の形態１によれば、情報は地図情報であるようにしたので、地図情報が無味
乾燥なものになることがなく、利用者に常に豊かな地図情報を提供することができる。
【０１１４】
　また、実施の形態１によれば、矩形領域判断手段１７は、表示情報の表示領域を複数の
矩形領域に分割し各々の矩形領域の表示情報の種別を判定する矩形種別判定手段１４と、
同じ種別の矩形領域の範囲を判定する矩形範囲判定手段１５と、同じ種別の矩形領域を統
合する矩形統合手段１６を備えるようにしたので、容易に矩形領域の情報の内容とその範
囲を判断することができる。
【０１１５】
　また、実施の形態１によれば、情報追加手段１８は、追加情報として表示情報または音
声情報を追加するようにしたので、利用者にさらに豊かな情報を提供することができる。
【０１１６】
　また、実施の形態１によれば、情報追加手段１８は、追加情報を選択する追加情報選択
手段を備えるようにしたので、最適な追加情報を出力することができる。
【０１１７】
　また、実施の形態１によれば、追加情報選択手段は、矩形領域の範囲に基いて追加情報
を選択するようにしたので、矩形領域の範囲に適した追加情報を出力することができる。
【０１１８】
　また、実施の形態１によれば、追加情報選択手段は、矩形領域の表示情報の有無に基い
て追加情報を選択するようにしたので、矩形領域の表示情報の内容に適した追加情報を出
力することができる。
【０１１９】
　また、実施の形態１によれば、追加情報選択手段は、表示情報の表示モードに基いて追
加情報を選択するようにしたので、表示モードに適した追加情報を出力することができる
。
【０１２０】
　また、実施の形態１によれば、追加情報選択手段は、矩形領域の表示情報に含まれるポ
リゴンの属性に基いて追加情報を選択するようにしたので、ポリゴンの属性に適した追加
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情報を出力することができる。
【０１２１】
　また、実施の形態１によれば、ポリゴンの属性は地図情報における水系、緑地系、施設
系の何れかであるようにしたので、地図情報におけるポリゴンの属性に適した追加情報を
出力することができる。
【０１２２】
　また、実施の形態１によれば、追加情報選択手段は、ポリゴンの属性が水系の場合は、
船舶類・魚類等に関する表示情報、または船舶類の汽笛音・河川のせせらぎ音・海や湖の
波打ち音等の音声情報を追加情報として選択するようにしたので、地図情報における水系
ポリゴンに適した追加情報を出力することができる。
【０１２３】
　また、実施の形態１によれば、追加情報選択手段は、ポリゴンの属性が緑地系の場合は
、樹木類・鳥類・昆虫類・噴水等に関する表示情報、または樹木類の風きり音・鳥類や昆
虫類の鳴声・噴水音等の音声情報を追加情報として選択するようにしたので、地図情報に
おける緑地系ポリゴンに適した追加情報を出力することができる。
【０１２４】
　また、実施の形態１によれば、追加情報選択手段は、ポリゴンの属性が施設系の場合は
、施設類に関する表示情報、または施設類に関連する音声情報を追加情報として選択する
ようにしたので、地図情報における施設系ポリゴンに適した追加情報を出力することがで
きる。
【０１２５】
　また、実施の形態１によれば、追加情報選択手段は、表示情報の背景情報を選択するよ
うにしたので、利用者に豊かな背景情報を提供することができる。
【０１２６】
　また、実施の形態１によれば、背景情報は鳥瞰図で表示した地図情報における背景情報
であるようにしたので、鳥瞰図で表示した地図情報において豊かな背景情報を提供するこ
とができる。
【０１２７】
　また、実施の形態１によれば、追加情報選択手段は、矩形領域の表示情報の有無に基い
て、街並みまたは山並みの何れかを表現する表示情報を背景情報として選択するようにし
たので、鳥瞰図で表示した地図情報においてさらに豊かな背景情報を提供することができ
る。
【０１２８】
　また、実施の形態１によれば、車両に搭載され、ナビゲーションシステムにおける地図
情報の表示に適用されるようにしたので、ナビゲーションシステムにおける地図情報が無
味乾燥なものになることがなく、車両に搭乗した利用者に常に豊かな地図情報を提供する
ことができる。
【０１２９】
実施の形態２．
　実施の形態２として、図１の構成において、追加情報選択手段は、情報取得手段１１か
ら得られる現在の季節・年月日・時刻・天候・地域・利用継続時間に関する情報の何れか
または何れかの組み合わせに基いて追加情報を選択するようにしてもよい。
【０１３０】
　実施の形態１の地図無し矩形の領域において、例えば天候が晴れの場合は、表示情報と
して明るく目立つものを選択し、例えば天候が雨天であれば、音声情報として雨音等を選
択するようにしてもよい。
【０１３１】
　これによれば、現在の季節・年月日・時刻・天候・地域・利用継続時間に適した追加情
報を出力することができる。
【０１３２】
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実施の形態３．
　実施の形態３として、図１の構成において、追加情報の出力有無を切り換える追加情報
出力切換手段（図示せず）を備えるようにしてもよい。
【０１３３】
　例えば、利用者がリモコンやタッチパネルによるメニュー等の操作により、追加情報の
表示出力や音声出力のＯＮ／ＯＦＦの切り換え設定ができるように構成してもよい。
【０１３４】
　これによれば、利用者の嗜好により追加情報の出力有無を切り換えることができる。
【０１３５】
実施の形態４．
　実施の形態４として、図１の構成において、追加情報選択手段は、ポリゴンの属性に基
いて、ポリゴンの輪郭線近傍に視覚的な高低差を付加する追加情報を選択するようにして
もよい。
【０１３６】
　例えば、水系ポリゴンについては、所定ドット下側にずらし、緑地系ポリゴンについて
は所定ドット上側にずらして、周囲との高低差をつけたように表示することにより、ポリ
ゴンとその他表示領域との境界を明確にしたり、無味乾燥なポリゴン矩形や地図無し矩形
の領域を低減するようにしてもよい。
【０１３７】
　これによれば、地図情報における各属性のポリゴンの視認性を向上することができる。
【０１３８】
実施の形態５．
　実施の形態５として、図１の構成において、追加情報を指定する追加情報指定手段（図
示せず）を備えるようにしてもよい。
【０１３９】
　例えば、利用者がリモコンやタッチパネルによるメニュー等の操作により、追加情報を
直接指定できるように構成してもよい。
【０１４０】
　これによれば、利用者の嗜好により追加情報を指定することができる。
【０１４１】
実施の形態６．
　実施の形態６として、図１の構成において、外部から追加情報を入力する追加情報入力
手段（図示せず）や、外部から入力された追加情報を記憶する追加情報記憶手段（図示せ
ず）を備えるようにしてもよい。
【０１４２】
　例えば、図１における情報取得手段１１等を利用して外部の記憶媒体の読取や外部の情
報サーバー等との通信により、新しい追加情報を入力できるように構成したり、また入力
された追加情報を図２におけるドライブ２１に挿入する書き込み可能記憶媒体や外部メモ
リー２７等に記憶するように構成してもよい。
【０１４３】
　これによれば、利用者の嗜好により外部から追加情報を入力することができ、また、入
力された追加情報を再利用することができる。
【０１４４】
　尚、実施の形態では、位置検出手段１２として、ジャイロ２３、車速センサー２４、Ｇ
ＰＳ受信機２２、マップマッチング等を利用した場合の例を示したが、光ファイバージャ
イロ、振動ジャイロ、加速度センサー等の他のセンサーや、Ｄ－ＧＰＳ（ Differential 
 GPS ）や、ＰＨＳ（ Personal Handyphone System ）や携帯電話における位置情報サー
ビス等の無線ネットワーク網を利用したものであってもよい。
【０１４５】
　また、実施の形態では、情報取得手段１１として、例えばＣＤ－ＲＯＭやＤＶＤ－ＲＯ
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Ｍ等の情報記憶媒体に記憶された地図情報を読取るドライブ２１を利用し、処理プログラ
ムや処理データを記憶する記憶手段として外部メモリー２７を利用した場合の例を示した
が、これらに限定されるものではなく、フラッシュメモリー( Flash Memory )等の他のメ
モリーＩＣ( Integrated Circuit )や、ＣＤ－Ｒ（ Recordable ）、ＤＶＤ－Ｒ、ＣＤ－
ＲＷ（ Rewritable ）、ＤＶＤ－ＲＷ、ＤＶＤ－ＲＡＭ（ Random Access Memory ）、Ｍ
Ｄ（ Mini Disk ）等の他の光ディスクや、フレキシブルディスク、ハードディスク等の
磁気ディスクや、ＩＣメモリーカード、磁気メモリーカード、光メモリーカード等のメモ
リーカードや、カセットテープ等の磁気テープや、他の読み書き可能な不揮発性の記憶媒
体を利用してもよい。
【０１４６】
　また、ドライブ２１と外部メモリー２７がこれらの何れかの記憶媒体を共用するように
してもよく、これにより装置を簡略化することができる。
【０１４７】
　また、無線により外部の情報サーバ等とデータ通信を行えるように構成して、インター
ネット等を利用して外部から地図情報、追加情報、その他の情報を取得したり、外部へ表
示情報を送信し、外部で矩形領域の判断処理や追加情報の出力処理を行い、処理結果を受
信して利用するようにしてもよく、これによりさらに装置を簡略化することが可能である
。
【０１４８】
　また、実施の形態では、追加情報出力切換手段や追加情報指定手段としてリモコンやタ
ッチパネル等の入力装置を利用する例を述べたが、操作スイッチ、タッチペン、マウス、
トラックボール、操作パッド、音声認識装置等の他の入力機器を用いてもよい。
【０１４９】
　また、実施の形態では、情報取得手段１１が取得する情報としてナビゲーションシステ
ムにおける地図情報を取得する場合の例を示したが、これらに限定されるものではなく、
他の画像情報、映像情報、写真情報、文書情報、文字情報、プログラム情報等であっても
よい。
【０１５０】
　また、実施の形態では、情報追加手段１８が追加する情報として地図関連の表示情報や
自然音等の音声情報を追加する場合の例を示したが、これらに限定されるものではなく、
静止画、動画、文字、キャラクター等の他の表示情報や、人の発声音、音声合成音、音楽
、楽器音等の他の音声情報であってもよい。
【０１５１】
　また、実施の形態では、地図情報の３Ｄ鳥瞰図表示と２Ｄ表示を別々の表示モードとし
て述べているが、３Ｄ鳥瞰図を表示する場合に、２Ｄの表示画面にて追加情報を付加した
後に、３Ｄ鳥瞰図表示化するようにしてもよい。
【０１５２】
　また、実施の形態では、出力手段１９としてディスプレイモニター２８等の表示装置や
スピーカー２９等の音声出力装置を利用した例を示したが、ＣＲＴ（ Cathode Ray Tube 
、陰極線管）ディスプレイ、ＬＣＤ（ Liquid Crystal Display 、液晶表示素子）ディス
プレイ、プラズマディスプレイ、ＥＬ（ Electro Luminescence 、電界発光）ディスプレ
イ、ＬＥＤ（ Light Emitting Diode 、発光ダイオード）ディスプレイ、ＶＦＤ（ Vacuu
m Fluorescent Display 、蛍光表示管）ディスプレイ、投射型ディスプレイ、ヘッドアッ
プディスプレイ、ヘッドマウントディスプレイ、携帯表示端末等の他の種々のディスプレ
イモニターや、ヘッドホン、イヤホン、音声合成装置等の音声出力機器や、プリンター等
の他の出力機器を用いてもよい。
【０１５３】
　また、実施の形態では、主に車両に搭載されるナビゲーションシステムを想定した場合
の例を示したが、この発明はこれに限定されるものではなく、列車、船舶、飛行機等の他
の移動体に搭載されるナビゲーションシステムや、ＰＤＡ（ Personal Digital Assistan
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t ）等の人の持ち歩く携帯情報端末機器等に適用してもよい。さらに、移動体に搭載され
る機器に限らず、事務所等に固定設置される情報表示装置に応用してもよく、このような
場合でも同様の効果が得られる。
【符号の説明】
【０１５４】
１１　情報取得手段、１２　位置検出手段、１３　情報変換手段、１４　矩形種別判定手
段、１５　矩形範囲判定手段、１６　矩形統合手段、１７　矩形領域判断手段、１８　情
報追加手段、１９　出力手段、２１　ドライブ、２２　ＧＰＳ受信機、２３　ジャイロ、
２４　車速センサー、２５　Ｉ／Ｆ回路、２６　ナビＥＣＵ、２７　外部メモリー、２８
　ディスプレイモニター、２９　スピーカー。

【図１】 【図２】



(18) JP 2010-33062 A 2010.2.12

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】
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